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4　教授会

　 1 ）デザイン学部教授会
　デザイン学部教授会は、平成23年度に13回開催し、教育課程の編成、学生の入学・在籍、学生支援、
その他学部の教育等に関する事項などについて、幅広く審議を行った。
　また、教授会終了後には、毎回、各学内委員会及び学部委員会からの報告を行う教員会議を開催
した。

　 2 ）看護学部教授会
　看護学部教授会は、平成23年度に12回開催し、教育課程の編成、学生の入学・在籍、学生支援、進級
卒業判定、施設整備及びその他学部の教育研究等に関する事項などについて、幅広く審議を行っ
た。また、助産学専攻科における教育課程の編入学、修了判定教育研究に関する事項などについて
も本教授会において、幅広く審議を行った。
　教授会終了後には、各学内委員会及び学部委員会からの報告を行う教員会議を開催した。

　 3 ）デザイン研究科教授会
　デザイン研究科教授会は、平成23年度に13回開催し、教育課程の編成、学生の入学・在籍、学生支
援、その他研究科の教育等に関する事項などについて、幅広く審議を行った。

　 4 ）看護学研究科教授会
　看護学研究科教授会は、平成23年度に臨時教授会4回を含む12回開催し、教育課程の編成、学生の
入学・在籍、学生支援、修了判定、施設整備及びその他研究科の教育研究等に関する事項などについ
て、幅広く審議を行った。また、各学内委員会等からの報告も行い、必要に応じて看護学研究科教授
のほか看護学研究科科目担当専任教員を構成員とする拡大会議として開催した。

5　地域連携研究センター

　地域・産学連携部門、人材育成・継続教育部門、国際交流部門、紀要編集委員会の4セクションに構成員
を配置して、研究活動、地域貢献および国内外ネットワーク形成の推進を担い、活動を行った。また、運
営会議（計12回開催）で課題や情報を集約したほか、知的財産委員会を構成し、学内の知的財産に係わる
管理・運営を行った。主な活動内容は以下のとおりである。
<地域・産学連携>
　地域からの協力要請に対して、本学教員・学生が本来の活動の延長上で地域に還元するため、地域連
携活動の協力を行った。また、教員の研究成果を学外に周知し産学連携のきっかけを探るために、「ビ
ジネスEXPO」等の展示会へ出展したほか、産官学連携を目的とした学外との研究交流会を初めて開催
し、ネットワークづくりに着手した。また、札幌芸術の森との連携協定を締結した。

<人材育成・継続教育>
　大学が持つ知的資源をデザイン・看護の視点に基づき地域に還元し、地域の産業、まちづくり、保健・
医療・福祉等への貢献をすることを目的として、公開講座を開催した。専門職業人や市民を対象とした
14コース・21コマの講座を、延べ834名が受講した。

<国際交流>
　台湾の華梵大学との交流協定締結を行った。また、初めての承徳医学院学生受入れプログラム、華梵
大学とのデザインワークショップを実施した。国際交流事業促進支援制度（短期）実施要領を定めた。
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